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School

魅力いっぱい！私の学校

V　Ｏ　Ｉ　Ｃ　Ｅ

南の

う

瀬ぜ

小
学
校

創
立
１
３
４
年　

校
訓「
か
し
こ
く　

明
る
く　

た
く
ま
し
く
」

　本校は、創立 134 年の歴史と伝統を誇り、さまざまな樹木や芝
生、四季折々の花々に囲まれた明るく美しい学校です。地域には
豊かな自然や子どもたちを見守る温かい目があります。この恵ま
れた学習環境の中で、みんなが心を一つに｢キラリ輝く南瀬っ子｣
を目指して頑張っています。

南瀬小学校

　

本
校
は
、
東
郷
地
域
の
東
部
に

位
置
し
、
さ
つ
ま
町
に
隣
接
し
て

い
ま
す
。
学
校
周
辺
は
、
川
内
川

流
域
の
豊
か
な
田
園
地
帯
が
広
が

り
、
ブ
ド
ウ
栽
培
が
有
名
で
す
。

　

全
校
児
童
は
32
人（
男
子
17
人
・

女
子
15
人
）で
、｢

キ
ラ
リ
輝
く
南

瀬
っ
子
」の
育
成
を
目
標
に
、
複

式
・
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
き
め

細
や
か
な
学
習
指
導
や
生
活
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
や
校

区
民
は
学
校
教
育
に
対
し
て
協
力

的
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
、
子
ど
も
会
育
成
会

と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
特
色
あ
る
教
育
活
動
の
実
践
】

　

川
内
川
を
は
じ
め
と
す
る
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
本
校
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

①
茶
摘
み
体
験

　

校
内
で
栽
培
し
て
い
る
お
茶
の

茶
摘
み
体
験
を
、
校
区
の
高
齢
者

の
方
々
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
実

施
し
て
い
ま
す
。
出
来
上
が
っ
た

お
茶
は
、
学
校
で
の
う
が
い
用
な

ど
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

②
カ
ニ
の
放
流
体
験

　

川
内
川
漁
協
の
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
川
内
川
で
モ
ク
ズ
ガ
ニ
の

放
流
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最

初
は
お
っ
か
な
び
っ
く
り
だ
っ
た

児
童
も
、
次
第
に
慣
れ
て
き
て
カ

ニ
を
素
手
で
つ
か
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

③
ブ
ド
ウ
の
袋
掛
け
体
験

　

校
区
内
の
ブ
ド
ウ
農
家
の
ご
厚

意
で
、
ブ
ド
ウ
の
袋
掛
け
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
袋

を
掛
け
た
ブ
ド
ウ
は
、
夏
休
み
の

出
校
日
に
収
穫
を
行
い
ま
す
。

④
昔
な
が
ら
の
稲
作
体
験

　

学
校
横
の
学
習
田
で
、
稲
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。
苗
の
手
植
え
や
、

鎌
を
使
っ
た
稲
の
手
刈
り
、
千
歯

こ
き
を
使
っ
た
も
み
取
り
な
ど
も

体
験
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
も

ち
米
を
利
用
し
た
も
ち
つ
き
大
会

も
楽
し
み
な
行
事
で
す
。

キ
ラ
リ
輝
く
南
瀬
っ
子

山
やまきた

北 一
いっせい

成 校長

川内

東郷

樋脇 入来

里
上甑

鹿島

下甑 祁答院南瀬小学校

Librar y

行こうよ！図書館へ

素晴らしい夕日を見ながら
読書を堪能しよう

運命の人
山崎�豊子　著
（文藝春秋）

野菜の食卓
ローバート・バドウィグ　文・絵

玉村�豊男　監修
山下�利枝子　訳
（西村書店）

ばばばあちゃんの
なんでもおこのみやき
さとう�わきこ　作　　　　　　　�
（福音館書店）

一 般 書

今月は　　

上甑分館から
の

おすすめ !!

　自他共に認める特ダネ記者、弓成亮
太。昭和 46 年、大詰めを迎えた沖縄
返還交渉の取材の中で、ある密約が
結ばれようとしていることに気付くが
…。

　イタリア・フランス・モロッコなど
８つのそれぞれの市場の人たちから
教わった、その土地の伝統に育まれ
た野菜のうまみを生かしたレシピを
紹介する。

　ばばばあちゃんが焼いたお好み焼
きを、あっという間に食べた子ども
たち。でも全然足りない。今度は子
どもたちと一緒に挑戦。どんなお好
み焼きができるかな？

児 童 書

　

上
甑
分
館
は
上

甑
支
所
の
隣
、
上

甑
総
合
セ
ン
タ
ー

の
２
階
に
あ
り
ま

す
。

　

近
く
に
は
甑
大

明
神
橋
と
鹿
の
子

大
橋
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
一
帯
は
素
晴

ら
し
い
夕
日
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
絶
景
ポ
イ
ン
ト｢

こ
し
き
夕
焼

け
シ
ル
エ
ッ
ト
ラ
イ
ン｣

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

現
在
の
図
書
館
が
で
き
た
の
は
、
今
か
ら
７
年

前
。
誰
で
も
本
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
本
棚
を
低
く
設
定
。
ま
た
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
中
で
親
子
で
く
つ
ろ
い
で
読
み
聞
か
せ
を
行

え
る
絵
本
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
を
考
え
、
こ
だ
わ
り
抜
い
た
図
書
館
で
す
。
初

め
て
来
館
さ
れ
た
方
の
第
一
声
は
、｢

す
ご
い
！

き
れ
い｣

｢

素
敵
な
図
書
館｣

な
ど
と
大
好
評
で
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
来
館
さ
れ
、
お
気
に
入
り
の
本
を
見

つ
け
て
夕
日
を
見
な
が
ら
読
書
を
堪
能
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

調べ学習・自由研究に役立つ
野外遊びＢＯＯＫ

大海　淳　監修
（成美堂出版）

　海や川など自然の中にあるもので
できる楽しい遊びなどをたくさん紹
介。さあ、君ならどれにチャレンジす
るかな？

中央図書館　 （22）3542
樋脇分館　　 （38）0009
入来分館　　 （44）3111
東郷分館　　 （42）0053
祁答院分館　 （21）8755
里分館　　　 （3）2958
上甑分館　　 （2）0001
下甑分館　　 （7）0311
鹿島分館　　 （4）2211

− 問合先 −

毎
月 日は

子どもと一緒に
読書の日

【
時
】＝
９
月
２
日（
金
）15
時
30
分
か
ら

【
所
】＝
中
央
公
民
館
３
階
和
室

【
内
容
】＝
子
ど
も
向
け
映
画
の
上
映

①
わ
ら
し
べ
長
者

②
金
太
郎　

心
の
ち
か
ら
も
ち

【
対
象
】＝
小
学
生
以
下

【
定
員
】＝
先
着
30
人

【
入
場
料
】＝
無
料

【
問
合
先
】＝
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー（
中

央
図
書
館
内
）
（
22
）３
５
４
２

定
期
こ
ど
も
映
画
会

こ
だ
わ
り
抜
い
た

図
書
館
を
大
紹
介低く設定された本棚

絵本コーナー

真剣な表情でブドウの袋掛け 校区の高齢者との茶摘み体験 大きくなってね！モクズガニ放流 泥の感触はどうですか？
田植え体験

全児童で参加の音楽会

おはなしひろばのご案内
　幼児・小学生とその保護者を対象に、絵
本の読み聞かせなどを行っています。ぜひ、
お越しください。

図書館名 曜日 時間 備考

中央図書館
第１火曜日 10:00〜10:30

＊祝日は除く
第３火曜日 16:00〜16:30

樋 脇 分 館 第４金曜日 10:00〜11:00

入 来 分 館 第３土曜日 10:30〜11:00 4･8･1月は除く

東 郷 分 館 第３水曜日 16:00〜16:30

祁答院分館 第２・４水曜日 16:00〜16:30 ＊祝日は除く

里 分 館 第２・３火曜日 16:00〜16:30




